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 共一16（共一56）大次元パラメータ推定の高速処理法の開発








                       統計数理研究所田辺國士
数理計画法のアルゴリズムの研究および統計解析法に現われる特殊た最適化問題の解法アル
ゴリズムを開発する．またこの分野のThe State of the Artを探る．
 共一19存否スペクトル法の統計的特性の解析












                       統計数理研究所鈴木達三
 社会調査をめぐる環境は近年急速に変化している．その①は住民基本台帳の閲覧に関する要
因であり将来的に地域抽出法を考える必要性のあること，その②は調査実施数が増加したこと
に伴って，調査主体や被調査者の意識が変化してきたことであり，これらの変化は調査の質を
低下させる要因として作用しており，現在多くの調査関係者，研究者が対処を模索している問
題であり，新しい調査手法の創出が求められている．
